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丸太造りに改築利河
憩いの場、観光レク施霞として2ヵ年で完成

道
南
町
秘
境
内
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
英
利
河
温
泉
が
年
内
に
建
設

整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

施
設
は
、
俗
化
し
な
い
も
の
で
自

然
休
養
林
に
ふ
さ
わ
し
く
、
丸
太
造

り
と
し
て
照
明
施
設
も
ラ
ン
プ
利
用

の
剤
耐
で
す
。
施
設
は
、

休
養
施
設

1
棟

1
9
4
耐

浴
場
施
設

武
夫
風
呂

キ
ャ
ン
プ
場

1
、
G
O
O
-附

を
前
倒
し
て
お
り
、
町
民
的
休
養
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
レ
ク
リ
ェ

ー
シ

ョ
ン
の
判
明
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
.

更
に
は
‘
観
光
施
設
と
し
て
閤
域
内

外
の
利
用
促
進
が
で
き
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
の
も
と
に

建
設
す
る
も
の
で
す
。

美
利
河
温
泉
の
歴
史
は
古
く
、
今

か
ら
市
年
前
、
明
治
拍
年
に
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。

花
石
の
東
条
さ
ん

の
先

代
が
英
利
河
カ
ユ
カ
ン
岳
の
金
鉱
探

紫
し
て
い
た
折
り
に
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
制
耳
判
年
に
仮
小
極
的
な
も
の
で

雨
風
を
し
の
ぐ
程
度
の
も
の
を
建
て
、

湯
治
場
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
す
。

温
泉
効
用
に
つ
い
て
、
当
時
の
薬

剤
師
で
あ
り
ま
し
た
秋
山
逸
次
郎
氏

に
分
析
を
依
頼
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

合
鉄
単
純
泉
と
認
定
、
硫
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
、
重
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
、
重
炭

?
グ
ネ
ン
ウ
ム
等
が
多
量
に
含
有
し

て
お
り
無
色
透
明
、
央
昧
な
し
、
初

度
の
も
の
と
判
明
し
ま
し
た
。
更
に

は
、
医
学
博
士
で
あ
り
ま
し
た
開
場

不
二
彦
氏
に
医
治
効
梨
を
依
頼
し
た

結
栄
、
貧
血
症
、
慢
性
村
経
症
、
姉

人
病
、
消
化
不
自民
続
、
口
脇
狭
山
中
旬
、

心
身
過
労
、
皮
府
疾
也
、
闘
節
リ
ュ

ウ
7

チ
な
ど
に
効
叩
ー
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

5
2
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今
金
婦
人
会
が

5
月
日
日
町
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
会
員
の
協
力
の
も

と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
人
達
旧
人
あ
ま
り

が
出
席
、
ご
馳
走
に
舌
づ
っ
み
を
打

ち
な
が
ら
、
幼
稚
悶
児
の
劇
や
踊
り

に
目
を
納
め
て
の
拍
手
。

更
に
は
、

三
味
線
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
合
奏
、
民

路
グ
ル
プ
に
よ
る
唄
、
婦
人
会
に

よ
る
踊
り
が
披
蕗
さ
れ
熱
い
拍
手
を

惜
し
み
な
く
附

っ
て
い
ま
し
た
.

こ
の
似
し
に
姉
人
会
の
人
逮
は
、

一
ヵ
月
も
前
か
ら
練
習
に
取
り
組
み
、

迎
日
連
夜
の
練
習
成
柴
を
披
露
し
た

も
の
で
す
。
踊
り
が
三
度
の
飯
よ
り

も
姉
き
だ
と
言
う
人
迷
の
集
ま
り
と

あ
っ
て
、
そ
の
成
果
は
紫
晴
ら
し
く
、

息
も
ぴ
っ
た
し
の
踊
り
に
観
衆
も
う

っ
と
り
と
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

婦
人
会
が
こ
の
催
し
を
始
め
た
の

は
お
年
頃
か
ら
で
歴
史
も
古
く
、
長

い
奉
仕
活
動
を
統
け
て
い
ま
す
。

こ
の
地
中
備
も
大
変
で
す
が
老
人
ク

ラ
ブ
の
人
達
の
忍
ぶ
顔
を
見
る
と
泌

足
し
ま
す
.
ま
た
狸
年
も
続
け
な
け

れ
ば
と
言
う
気
に
な
り
ま
す
。
今
後

も
内
容
を
検
討
し
、
続
け
た
い
。
と

姉
人
会
で
は
開
削
し
て
い
ま
し
た
。

施
設
は
、
そ
の
後
大
正
7
年
に
場

小口
植
の
改
築
、
昭
和
9
年
に
宿
泊
施

設
の
改
築
を
し
て
い
ま
す
。

施
設
経
営
に
つ
い
て
は
、
花
石
の

東
条
さ
ん
が
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

高
齢
か
ら
の
休
業
、
昭
和
田
年
に
町

が
脇
入
し
、
こ
の
施
設
の
利
用
、
方

向
づ
け
を
検
討
の
た
め
に
休
業
し
、

温
泉
施
設
だ
け
を
無
料
に
て
一
般
開

放
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

美
利
河
温
泉
に
は
、
毎
年
1
、
5

0
0
人
余
り
が
訪
れ
て
お
り
ま
す
が
、

遠
方
か
ら
の
お
客
さ
ん
か
ら
宿
泊
施

設
の
整
備
を
と
の
強
い
要
望
が
あ
り

， 
! 農業機械での事故防止 I 

意注• • 国勢調査概数まとまる 1川や用水路での遊びは危険

E~1主五耳jiE読ま司国E

安全運転で慎重に・・
111，年10月 1日で調査いたしましたがi*

身近な河J11、用水路、排水路などの危険

( 2) 

ま
し
た
。
検
肘
を
重
ね
た
結
来
、
宿

泊
施
設
は
年
内
に
、
明
年
に
は
浴
場

施
設
、
キ
ャ
ン
プ
端
、
露
天
風
呂
、

周
辺
の
整
備
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
.

美
利
河
に
は
、
美
利
河
ダ
ム
、
ス
キ

l
場
の
整
備
な
ど
工
事
中
の
も
の
や
計

画
が
あ
り
ま
す
。
更
に
は
、
美
利
河

海
牛
の
発
掘
が
さ
れ
た
り
、
英
利
河

逃
跡
が
出
土
す
る
な
ど
、
観
光
的
要

素
が
盟
冨
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光

地
と
し
て
町
の
目
玉
と
な
り
そ
う
で

す。
す
で
に
農
繁
期
に
入
り
ま
し
た

が
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
も
フ
ル

稼
動
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま

す
の
で
特
段
の
ご
注
意
を
く
だ

弐、ぃ。

槍
山
支
庁
か
勺

次の通りです。
な箇所で‘幼児、児童'は遊ばない、遊

ばせないようにしてください。

2，615 

8，431 

4，086 

4，345 

数

ロ

男

女

世

人

帯
5月2日児童がサイロの水溜りに落ち

て死亡すると言う悲 Lい事故があ ηまL

た。今一度、所有者は点検してください。

施設所有者向管理責任を取られる場合

年曲告別等の詳細については、正式発或

そが今年の暮れあたりになりそうです。

また、保護者においても充

分気をつけるようにさせて〈ださい。

もあります。

のi暗に具体的にお知らせ Lます。
今金警察署カ、ら

( 3 ) 



〉元十両富士の里

しテント、

| 涙をのんで角界引退 I 

f
正
十
両
富
士
の
里
。
(
滝
文
彦

さ
ん
お
歳
)
は
、
今
年
の
蒋
場
所
、

京
幕
下
北
枚
目
、

4
勝
3
負
の
成
総

で
引
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

足
の
故
障
等
の
病
雌
に
は
勝
て
ず
、

ま
た
回
複
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
か

ら
、
涙
を
の
ん
で
廃
業
す
る
こ
と
を

決
断
、
角
界
に
終
止
符
を
う
ち
、

3

月
幻
日
春
場
所
千
駄
楽
、
九
重
部
屋

の
納
会
席
上
に
お
い
て
廃
業
を
発
表

断
髪
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
退
に
あ
た
り
、

地
元
に
は
大
変

屋干事吃売
量吉宮居樋t彊ヨ

児
童
手
当
を
受
け
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん

六
月
は
『
現
況
届
』
の
提
出
期
間
で
す

児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給
付
を
受

け
て
い
る
方
は
、
六
月

一
日
か

b
六

月
三
十
日
ま
で
の
問
に

「現
況
届
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
ニ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
現
在
、
支
給
者
受
げ
て
い

る
方
の
前
年
の
所
得
、
養
育
の
状
況

な
と
を
届
け
て
も
b
う
も
の
で
す
。

度年

全国教育功労者表彰

八幡町河村昭夫氏(59)教育委員会委員長

こ
の
属
け
出
は
、
引
き
続
き
手
当
を

受
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大

切
な
も
の
で
す
。

引
き
続
き
受
け
b
れ
る
資
絡
が
あ

っ
て
も
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
い

と、

六
月
分
か

b
の
手
当
を
受
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
怠
〈
だ

白、

。

ー

し

( . • 
河
村
さ
ん
は
、
初
年
町
長
き
に
わ

た
り
教
育
委
日
以
と
し
て
地
方
教
育
行

政
の
量
買
を
に
な
い
教
育
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
た
功
新
を
制
耐
え
て
、
全
国

市
町
村
教
育
委
員
会
迎
合
会
か
ら
表

彰
、
こ
の
表
彰
式
が

5
月
日
旧
東
京

背
山
会
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

叫
年
度
に
教
育
委
民
と
し
て
推
挙

さ
れ
て
以
来
、
今
日
に
至
り
、
時
年

度
に
は
委
以
長
に
就
任
い
た
し
て
い

ま
す
。

頁
に
‘
河
村
さ
ん
は
、
商
業
を
訟

み
な
が
ら
、
閉
山
年
度
に
は
商
工
会
長
、

同
年
に
観
光
協
会
長
を
努
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
活
動
に
は
、

幻
年
に
入
団
、
民
年
度
に
副
団
長
に

就
任
、
印
年
度
に
町
此
編
集
委
円
以
会

副
会
長
に
推
挙
さ
れ
る
等
、
数
々
の

霊
貨
に
つ
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
方
行
政
に
尽
さ
れ
て

い
る
実
紛
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受

彰
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

受
彰
さ
れ
た
河
村
昭
夫
さ
ん

‘
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法
の
改
正
で

ニ
人
目
の
お
子
さ
ん
も
対
象
に

今
年
の
六
月

一
日
か
ら
、
児
窓
手

当
法
が
改
正
さ
れ
、

二
人
目
の
お
子

さ
ん
に
も
、
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

二
人

自
の
お
子
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
九
年

六
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
お
子
ち

ん
に
限
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給

付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
二
人
自
の

お
子
さ
ん
が
そ
の
対
哉
と
な
る
方
は
、

お
世
話
に
な
っ
た
と
し
て
町
に

化
粧
回
し

均

荷

届
外
テ
ン
ト

本
5 1 
~N: f岡

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

M
士
の
盟
は
、

日
に
入
学
し
、

昭
和
印
年
輪
山
北

年
度
中
途
に
し
て
九

(
元
横
綱
千
代
ノ
山
)
に
ス

カ
ウ
ト
さ
れ
ま
し
た
。
tg
は
「
械
綱
」

と
胸
を
脹
ら
ま
せ
て
角
界
入
り
‘
デ

ビ
ュ
ー
戦
は
、
切
年
日
月
九
州
場
所

が
初
土
俵
、
地
元
町
熱
い
期
待
を

一

心
に
集
め
て
い
ま
し
た
。

特
に
、

+」号、 霊
部
屋

回
年
の
春
場
所
に
お
い
て

4
勝

3
nの
好
成
紛
を
お
さ
め

ら
れ
、
夏
場
所
番
付
で
は
十
両
に
昇

進
、
こ
の
時
剖
歳
で
し
た
。
身
長
間

四
、
体
重
防
同
と
恵
ま
れ
た
体
格
、

や
が
て
は
、

と
地
元
町
期
待
も
大
き

「
現
況
届
」
の
前
に
「
増
額
改
定
前
求

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
月
額

二
千
五
百
円
の
児
童
手
当
が
噌
額
き

れ
ま
す
。
た
だ
し
「
増
額
改
定
前
求

書
」
を
提
出
し
な
い
と、

六
月
か
ら

地
額
分
は
で
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

。

。

届
付
出
用
紙
は
、
各
市
区
町
村
役

場
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
〈
だ
き

い
。
ま
た
、
一
月
一
日
以
後
、
現
在

の
市
区
町
村
に
引

っ
越
し
を
し
た
人

(‘ (、.

場な Eの対側人サービス業を対裁に、その名称、

現金給与支給額、最近の 1年間の総売上高につい

て調査します。 な布、乙調査は、 一部の事業所を

選定した標本調査により行L、ます。

〔丙閥査〕 図、地方公共団体および日本固有鉄道

の事業所を対縁仁、その名称、所在地、事業の種

類、職員数について調査します。

なお、調査の方法ですが、 r甲調査」と r乙調査J

は都道府県知事ヵ、ら任命された調査員が、 6月下

旬から事業所を訪問して調査票への記入を依頼し、

その後回収にまいります。場合によっては、調査

員が、直接聞き取り調査をすることもあります。

「丙調査J は、制査員によらず、国、地方公共

団体および日本国有鉄道の組織を通じて行われま

す。

今回の調査は、前回調査から 5年目に行われる

ものであり、このnnに産業構造なども相当変化 L

ており、その実態を明らかにするものとして、調

査の結果が待ち望まれています。

ご協力をお願いします。

十
両
日
汁
進

(4 ) 

く
、
地
元
市
出
士
を
集
い
、

枕
を

3
月
初
日
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
閉
山
間
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
伐
念
な
こ
と
に
足
の
故

防
、
体
制
の
不
調
と
不
迎
が
重
な
り

健
闘
む
な
し
く
、

一
場
所
で
関
取
の

嵯
を
明
波
す
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
態
で
は
と
、
春
場
所

を
も
っ
て
廃
業
す
る
こ
と
を
決
意
し

た
も
の
で
す
。

滝
文
彦
さ
ん
の
今
後
の
身
の
ふ

り
方
に

つ
い
て
は
‘

一
般
相
会
人
と

し
て
第
二
の
人
生
を
歩
み
た
い
と
し

て
お
り
、
皆
さ
ん
の
協
力
や
励
ま
し

を
お
願
い
し
た
い
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

は
、
以
前
に
住
ん
で
い
た
市
区
町
村

の
「
六
十
年
中
の
所
得
証
明
書
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
各
市
区
町
村
役
場
の
窓

口
で
お
問
い
合
わ
せ
〈
だ
幸
い
。

開査にご協力を

国の最も基本的な統計調査の一つである「事業

所統計調査」が 7月 1日現在で、全国いっせいに

行われます。

この調査は、わが国の経済活動の基礎である事

業所の実態を全国および地域別に明らかにするこ

とが目的です.調査の結果は、国・地方公共団体が

行う経済計画、地域開発計画、都市計画な Eの諸

施策平、民間におりる事業計画の基礎資料として

広〈利用されます。

調査の対露は、農林漁家を除くすべての事業所

で、会社、工場、商庖、病院、学校、国鉄・私鉄、

ホテル・旅館のほか、官公庁や神社・仏fSIなども

対象 tなります。

今回の調査では、全国で約 700万の事業所が見

込まれています。

この調査は、次の 3種類に分けて行われます。

〔甲調査〕民間経営のすべての事業所が対象とな

ります。調査事項は、事業所の名称、所在地、経

営組織、事業の種類、従業者数など 8項目ですが、

会社組織の事業所の場合はこの外に資本金額な E

6項目が加えられます。

〔乙関査〕サーピス業のうち、物品賃貸業(レン

タカー業、貸しポート業などにホテノレ・旅館、ク

リーニング・理容・浴場業、映画業、娯楽業、駐

車場業、自動車整備業、修理業、写真業、結婚式

7月1日現在で
実施事業所統計調査十

調査にご協力を

(5) 



(退職者医療にfまだ未加入では?

選蛾者医療制度は、会主Iなどを定年退臨した人とその家族ガ対象

となる医療保険です。

昭和59年10月1日に制度ガスタ トしてから、約1年半ガ過ぎま

したが、まだ未加入の万ガあります。

該当すると思われる方は市区町村の窓口へおだずね下さい。

一人
一

一る
一

一な
一

一
-

』

一

ー

一象
一

一対
一この制度の対鼻となる人は、国民健康保険

に加入している人で、坊に政当する人(退職

被保険者)と、その'*"(被扶聾者)です.

ただし、家肱は年収が9071円 (60歳以上の

人、または厚生年金保険の陣1~P'I~企の受給要

件に該当する脱皮肉陣害者である場合は 150

万円)未満であって、かつ退職被保険者向収

入を上まわらない人。

市 2 3 
厚生年金や失渚年金芯との彼 軍民とは、本人〈遍臓観保験 老人保健法の適用を受けてい

用者年金制度の老官官〈追腹〉 者)の父田、配偶者〈内縁を "'''人。
年金を受信できる人(彼用者 舎百)及び予、孫、兄謡、姉妹な

年金の民自聞が20年以上〉刀、 ど三線等以円の線族であって、

相続出陣の磁用管室事金の期間 同ーの也裕巳属し、 主として

ガ10年臥主で、通算老飾{量 本人{遍醜彼保晴香〉によっ

麗〉年金を受鎗できる人のい て生射を経符している人.

ずれ方。

空車事日.!;>l!竺」己 |一部負担金の割合|
退職者医旅制度を運営するのは、国民健康 | ・お医者さんにかかったときの 部負担金の割合は、

保険的保険者であふみなさんの住んでいる | 次のとおりです。

市町村です.

|保険料(税}と財源|

本人(退職被保険者)

入院・外来2割
家族(被扶養者)

入院2割・外来3割

退職者医療制度の加入者は、国民健康保険の保険料(税)を納めな

ければなりません.その保険料{税)と健康保険組合などの被用者保

険からの拠出金が迫聴者医療の財源となります。

"“'加入居出は14日以内!こ/骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨
(7) 

• 

• 

高額療養費は、
こんな時に支給されますf

目 Tヵ月の負担額ガ54.000円を超えたとき

病気やケガで、同じ人が 1ヵ月の問に同ーの医療機関て-'54，000円

(市町村氏税非課税世惜の人は30，000円)以上町自己負担制を支払っ

た場合は、 54，∞o円を超えた額が申請により :支給されます。• 目同一世帯で2人以上ガそれぞれ30.000円以上のとき(国民健康保陵加入者)

!日l一世帯の人が、同一月に医療機関にかかり、 2人以上がそれそ'

れ30，0∞円 (市町村民税非課税世帯の人は21，0001"])以上向自己A : aiiih 3人世帯で同じ月lこ3人ガ
宅 !y 病院!こかかつだとき

担を Lたときは、該当者向自己負担額を「世都合鈎J して54，000円

(30，000内)を越えた傾が申請によ り支給されます。

百年4回 以 上 該 当 の と き ( 国 民 健康保険加入者)

同一世帯で過去 1年内Ul1に 4回以上、高額療養貨に該当した場合

は、 4回目からは30，000円(市町村民税非課税世常的人は21，000円)

を越えた額が申舗により支給されます。

3人世帯 自己負担富((3訓分)I 
Aさんは通院 4万円

Bさんは入院 10万円

Cさんは通院 2万円

AとBが高額療養費 4万 円+10万円ー

の該当となるので、商 5万4，000円=

額療養費の支給額は 8万6，000円

• 
園長期間継続して高額な治療が必要なとき

長期にわたり、継続的に高額な治療の必要な病気で厚生大臣向指

定するものについては、 lヵ月 10，000円を超えた額が支給されます.

・現在指定されている病気

(1) 人工透析を必要とする慢性腎不全

(2) 血友病

-E宮~:tfi!世間匝刷局長量
(1) 同じ病院でも入院と通院は別々の取り扱

いとなり、合nはきれません。

(2) 高額療養費は、月の l日から末固までを

1 ヵ月分として Jl~l します.し たがって、

月をまたがって受診された場合は別計算と

なります.

(3) 保険診療の対象とならない差額ベ y ド代

や、付添看護料などは含まれません。

( 6 1 
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自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
、
野
や
川
に
ピ
ク

ニ
ッ
ク
ー
ー
と
こ
ろ
ガ
、
そ
こ
で
出
合
っ
た
の
は
、

自
然
ど
こ
ろ
か
空
き
缶
の
山
や
活
れ
き
っ
た
川
。
こ

れ
で
は
何
の
だ
め

C
戸
外
に
出
か
け
た
の
か
わ
か
泊

ま
せ
ん
。
興
ざ
め
し
て
家
に
帰
り
、
疲
れ
た
体
を
癒

そ
う
と
思
い
横
巳
な
る
と
、
こ
ん
ど
は
近
所
か
ら
の

騒
音
で
湿
っ
け
怠
い
。

こ
ん
な
悲
劇
的
怠
状
況
ガ
、
い
ま
日
本
列
島
の
あ

ち
こ
ち
で
起
こ
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
ほ
ど
で
す
。

H

快
適
怠
環
櫨
揖
d

を
つ
く
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
。
地
球
的
規
模
で
考
え
な
け
れ
ば
怠

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
身
近
巳
す
ぐ
手
ガ
け
ら
れ
る
も

の
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
空
き

缶
公
害
、
近
隣
騒
音
、
生
活
排
水
に
よ
る
河
川
の
活

れ
怠
ど
生
活
に
密
着
し
た
問
題
は
、
わ
だ
し
た
ち
の

ち
ょ
っ
と
し
た
仙
づ
か
い
や
工
夫
で
改
善
す
る
こ
と

ガ
で
き
ま
す
。

六
月
五
日
か
ら
一
週
間
は
「
環
焼
週
間
L

で
す
。

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
町
や
自
然
の
残
っ
た
野
山

怠
ど
を
さ
ら
に
よ
り
よ
い
環
焼
に
す
る
た
め
に
、
わ

た
し
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

ωガ
け
れ
ば
よ
い

の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

• • 
川
や
湖
が
あ
え
い
で
い
ま
す

台
所
や
ふ
ろ
な
ど
か
ら
出
る
生
活

排
水
が
川
や
糊
を
汚
し
て
い
ま
す
。

ま
さ
か
、
と
思
う
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
何
百
世
帯
、
何
千
世

帯
の
生
活
排
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る

川
平
湖
は
汚
れ
、
あ
え
い
で
い
ま
す
。

台
所
か
ら
出
る
生
活
排
水
|

|
何

が
そ
ん
な
に
ホ
を
汚
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

水
ガ
酸
欠
状
態
に
怠
る

ホ
の
汚
れ
の
指
標
に

B
O
D
(
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
註
)
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、

水
の
中

に
あ
る
有
機
物
の
畳
が
、
微
生
物
の

働
き
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
と
き
に

消
費
さ
れ
る
酸
素
の
量
で
示
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
数
値
が
大
き
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
有
機
物
に
よ
る
水
の
汚

濁
が
進
み
、
水
中
の
酸
紫
が
少
な
く

な
っ
た
り
し
て
、
魚
な
ど
が
す
み
に

く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
は
、
食
べ
残
し
た
村
物
な
ど
は

ど
の
〈
ら
い
の
B
O
D
の
虫
な
の
か

左
図
を
兄
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
み
そ
汁
は
汚
れ
た
水
」
と
い
っ

た
b
、
だ
れ
も
が
な
ぜ
と
い
う
疑
問

を
持
つ
で
し
ょ
う
。

み
そ
汁
自
体
が
汚
れ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
み
そ
汁
を
そ
の
ま
ま
流
し

て
し
ま
う
と
、
砂
汚
れ
た
水
e

に
変
身

し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

お
酒
一
合
の

B
O
D
は
?

普
通
、
台
所
な
ど
か
ら
出
る
生
活

1 2-くらL

a曹量a益、 みそ汁

官玄曹安定~~ 約 l杯分2∞皿
、理!""ョp- 4，4∞-5，2()()ng 

一ー 飽-1041(0.4-日日不分)

上の数値はB0 0の量。

下の数値は河川の汚れの最低基

準(BOD10mg/l)にするために

必要なホの量.( )内は浴憎200
tに換算した場合。

A 言々.. おでん汁

(~ A罫() 約2∞cc

\~ミ三4・空~ 14，8皿p，g
2961 (j日平分)

込
日本酒

1合180cc
30，∞0-36，0∞mg 
486-6481 

(2.4-32，杯分)
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代
化
、
発
展
を
図
る
た
め
に
、
民
業
経
常
の
担
い
手

初
の
北
海
道
指
持
政
来
七
が
認
定
さ
れ

まちづくり

みんなの声が

青写真

米のとぎ汁

約 11 

( 8 ) 

掛
ホ
の
B
O
D
は
一
人

一
日
三
万
1

四
万
ミ
リ
グ
ラ
ム
で
す
。

例
え
ば
、
日
本
酒
を

一
合
分
だ
け

流
し
て
し
ま
っ
た
と
し
ま
す
。
す
る

と
、
そ
れ
だ
け
で
三
万
i
三
万
六
千

ミ
リ
ク
ラ
ム
で

一
人

一
日
の
平
均

と
ほ
ぼ
同
じ
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

B
O
D
は
、
少
な
り
れ
ば
少
な
い
ほ

ど
よ
い
わ
け
で
す
か
ら
、
台
所
で
洗

い
物
な
ど
を
す
る
と
き
は
‘
次
の
よ

う
な
司
』

t
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
食
べ
物
の
残
り
カ
ス
平
調
理
〈
ず

な
ど
は
、
な
る
べ
く
流
き
な
い
よ
う
に
。

ホ
と

一
緒
に
残
り
カ
ス
な
ど
が
流

れ
な
い
よ
う
、
流
し
台
に
は
目
の
細

か
い
網
な

E
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

マ
悶
理
〈
ず
や
食
ベ
残
し
な
ど
は

生
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た、

土
に
埋
め
る
と
、
植
木
や
花
な

ど
の
肥
料
と
な
り
ま
す
。

マ
お
か
ず
や
み
そ
汁
は
、
食
べ
残
し

が
出
な
い
よ
う
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

む
1.2∞-3， 2()()ng 
120-3201 
(0，6-1併平分)

レ

す

か

な

ま

ち

づ

く

り

忍びつつ階段上る午前撮

住むほどにわかる静か怠衝の価値

空ぶかし うるさいだけでガソリンの無験

鴫く犬も飼い主の思いやりで穂やかに

守ろう静穏怠くそう騒音

チリリンと夏の風情も深夜l韮迷惑

使い手の気Eりで生きるスピーカー

暮らしの騒音工夫ーっか琶を下げ

両横お互い犠ねと気をつかい
6月1まrまちづくり月間Jです

( 9 ) 



⑥ 月号検診を受けて明るい家庭づくり

仁二 みんなの健 二コ
項 目 出ていただ〈方 実絡する日 時 問 対車地区 実施会場 備 考

一般相談 金 住 民 2日間) 10: 00-15: 00 金 地』 区 老人招祉セ〆タ 健康相談ー保憧指導

H H 9日UII " " 町民セノタ " 
① 

" " 16日間) " " 老人福祉セ/タ

" μ 23日ifll " " 町民センター " 

乳児相時 日 受 付時 間
@ 生桂 6 ・9ヶ月児 5日同 町民センタ ー 保健栄養指持

(離乳食 講座) 9: 00-10: 00 

妊 締相暗 受 村時 間
検庫、血液検査、予

③ 妊 掛 の チJ 10日山 " 町民センター 診、体亜剛定、 器

(母親学組) 12: 45-14: 00 眠、保健栄養指
導歯科指導

@ 無医地区巡回診療 白石八東地区般住民 17日山 畳付 時 間j 白石・八車地区 臼石持町家 診料療金科目 構内科科
14: 00-15: 00 

乳児飽砕 受付時間
身体制副・保健指
導 医師による訟

⑤ 4、7、10、12ヶ丹児 19日同 全 J血 区 町民センター
探・歯科指導神経

育 児講座 12: 30-13: 00 
とヂ" 

歯 科検診 23日開 受 付時 間
保育所、幼稚副 横2会染め出 L

@ 1証~車t学前町企幼児
李節保育所、

町民セノター
ブラッンマ/グ指導

9 :00-14 :00 融専に分け別途 フッソ撞布、保哩
(フ y ソ盟布) -25日嗣 日程通知1 指# サホライド

⑦ 股脱健器 2ヶ月と25日以上の乳児 26日開 13: 00-14: 00 全 地 区 今金 l~ 挫所 コ1期節X拙写真

エキノコックス寵について
普段の注意

①生水、生物を口に Lない

エキノコソクスは、虫卵が口から入ることによって

感染しますが、私達の生活に欠かせない水については、

水道水を利用することが最も安全です。また山野に出

かけた時は小川の水や沢水など生水は飲まない。」

「井戸は、雨水、排水などが流入しない構造にする」、

「井戸内附近に犬、キソネなどが近づかないようにす

る。J r沢水などを利用するときは エキノコックス虫

の卯は熱に弱いのて":t'f沸して飲む」などの注定、をする

ことが大切です。

野生町果実や山菜などは、よく洗い流すかイ分熱を

加えて食べるなどの注j臣、が必要てvす。

①エキノコ，)ス症状

エキノコックスの幼虫が肝臓に寄生しても、その発

育は非常におそいので自党症状が現われるまでの潜伏

期は比較的長〈、数年から十数年と言われています。

潜伏期の次は進行期に入りますが、この頃になると

上腹部の不快感、膨1向感、肝臓の肥大が認められるよ

うになり、さらに定状が進むと腹水などが現れ末期と

なり、肝不全をおこして死亡することになります。

①エキノコッヲス症は治るか

エキノコ yクス症にかかっていても、潜伏期から進

行期へ移る早い時期には外科治療も容易であり、この

時期に手術を受ければ完全な治癒が可能です。

このため、自分から進んで剖L康診断を受け、初期的

段階でエキノコ yクス症を発見し早期に治療すること

が大切です。

"'.1;' '，7:>'!鳳
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86"今金町ふれあい広場

録取やお溜8
この主旨は、わたしたちが生活を営む地域

社会では、男も女も老人も子供も、そして防

害の有無にかかわらず、すべての人々が互い

に助けあい、認めあい、ともに生きる社会が

自然で正常な状態であることが大切です。

団体験の広場

この事業は、「陣害J を知り、この社会生活

上の不理を理解することによって、誰れもが

住みよいまちづくり Fへの住民参加と意識の

高揚を求めるものです。

園 小れあい交流会

障害者の文化活動を促進するとともに、地

域住民の共演、協力を求め、発表会を通じて

心のふれあいの実現をめざします。

固ふれあいの庖

障害者の方などが製作した作品の展示、販

売をします。特に、地域住民の協力を得て出

庖などを設け、障害者の方と地域の方々とが

ともに「語らう:tJ]iJ を設けます。

~ 語らいの広場

体験発表や活動報告、 l映画などを通じて、

隣害者福祉に対する住民の理解と認識を高め

るとともに、対話集会やパネルディスカ yシ

ヨンなどにより障害者と住民の語らいを促し、

相互理解を深めます。

固ボランテイアコ ナ ・障害者福祉展

障害者のおかれる現状やその抱える悩みを

パネルや写其、資料などを通して直接ふれあ

い広場の参加者に訴えるものです。 また、ボ

ランティアグループの活動のようすなどを紹

介する。 PRの場でもあります。

※これ等の推進には、社会福祉協議会が主

体となって町内の各種行事、産業まつり

等に取り入れて事業の推進することにし

ています。

ややや 住民の動態 。告。。告。。章。

4月末現在

人口

男

女

世帯数

前月対比

8，451 (+14) 

4，103 (+13) 

4，348 (+ 1) 

2，574 (+19) 

社会福祉協議会カ、ら

(10) 

• 
図おたんじようおめでとう

山崎平野花 4月10日(一彦 2女)峨 開T

相津単品 4月14日(秋男 長男)八 束

村上金桑 4月15日(久仁仲 長女)南 開J

小西 武たか大ひろ 4月19日(賢次郎長男)栄 開T

固いつまでもお しあわせに

野伊藤 守(南栄町)~尾西美智子 (南栄町)

圃お〈やみもう L島け'ます

瀬 戸 52歳 南 栄 町舟 4月30日

笹森キヌ 5月 1日 85蔵鈴金

川村ク 7 ヨ 5月 6日 86蔵 高 美 町

小池穏 5月 7日 77歳 末 広 町

• |山|菜|と|り|に



亡日本赤十字社」掛か改正「

舎後一層のご協力お願いー」

EillMem闘冒.

病院(北槍山町)) 

8④ 501 1 

平1日

日赤の投資につきましては、平紫特段のご協力を賜

りl平くお礼申し上げます。
北袷山町国保病院

別行の祉政は、昭和46年に改正したま、制能かれて
8日

います。最低基準額 r300円Jを拠出ご協力闘っていま
合④ 5321 

すが将来にわたって社員の拠出する社的を主体にし今金町国保病院15日

たIIt政迫臣官lをlVIしたい。

また、各相良の意識の高揚、理解を促進して組織悲

維の強化を図りたいとしています。

61'1三ヵ、ら次のように改正されます。

8②o 2 2 1 

楢崎医院(瀬棚 lilTl22日

。

ー

ー

ー

す
章
。。レL

 
臨おを1

 

4
ノL
 

M
防この府もてーレ4g 

れau 
お砂

災f
 

A
，
 

合⑦ 3021 
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発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

仁

採血の前に医師が検診いたします。

200mtの献JIIlはあなたの健康にはさしっか

えありませんのでこ。協力お願いします。

1 IITI (水)献血の日

9 : 00分 - 14: 00分

18日

一川品}。役
。IA

耐
②

O
A
-
-
4
1番

14・15分-16: 00分1賞柑b

出稼者の皆さんへお願い
労働者手帳を持参 Lていますか 帰町の際は連絡を

ご述給ください。

行先で働いている問、町広報紙、議会だ

より等を送付いたします。

商工観光課から

( 12) 

労働者手帳をお持ちにな っていますか。

出稼の際、労働者手帳が必要です。行先を

告げ、ご持参ください。

出!r111]しました節には、その旨を担当協へ

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


